 (
テーマ：未定　
　
コンセプト：高齢社会下で地域金融機関は何ができるのか
) (
2011/
1/13
　新井廉
)

 (
高齢化が地域金融機関
に与えること・与えていること
　　　いくつかに分類。影響を受けて、動いてること
) (
高齢化の現状分析
　　　
高齢化とは。その現状。
)


 (
地域金融機関
と地域との関わり方
　　
　
関わり方のモデル・・・
を提案したい
) (
政策として
) (
地域金融機関による
高齢化
への
対策
　　　
高齢化の弊害を防ぐ策
高齢化の恩恵を活かす策
)



 (
時間もないですが・・・章構成等に縛られず
に、広く見ていこうと思います！
)


 (
高齢化の現状分析
) (
日本の総人口１億２８０６万人に対して、高齢者の
人
口が２９５８万人となり、日本の高齢化率は２３．１％となった。５人に１人が６５歳以上、９人に１人が７５歳以上！
)


 (
―
人口オーナス
について―
) (
高齢化の現状
（出所：内閣府『高齢社会白書』）
)[image: ]





 (
年齢区分別将来人口推計
（出所：内閣府『高齢社会白書』）
)[image: ] (
日本の総人口は、人口減少過程に入り・・・
２０２５年に
１億２０００万人
を、
２０４６年に
１億
人
を、
２０５５年に
９０００万
人
を
下回ることが推計されている。
)




 (
　
)





 (
（出所：東レ経営研究所）
)[image: ] (
　　　　　　　
) (
人口オーナス
) (
：生産年齢人口の減少と高齢者の増加が同時に発生する状況
)


 (
人口が経済の重荷になる。
社会保障費の増大、貯蓄の減少、投資の減少、ひいては経済成長率の低下を引き起こす。
)



 (
日本の人口オーナスの時期と失われた２０年が
一致し
ている、という説も。（右図参照）
)


 (
地域金融機関による高齢化への対策
)

 (
高齢化の恩恵を活かす策
)
 (
高齢社会故に生み
だされる需要を、いかにビジネスとして活かしているのかを検討する
)

 (
純貯蓄額別の世帯分布
（出所：農林中金総合研究所）
)[image: ] (
平均寿命などに基づき、老後の生活を行うのに必要な貯蓄額を、実際の高齢者の貯蓄額を比較してみると・・・
半数ほどの世帯が現在の貯蓄では、必要な貯蓄額に不足があることが分かる。
つまり、余裕のある老後を過ごすためには金融サービスが必要！
)






 (
どんな金融サービスが必要？
)
 (
高齢世帯主年齢別の貯蓄取り崩し額
（出所：農林中金総合研究所）
)[image: ]
 (
（右図から
）高齢者にとって、公的年金は収入の大きな割合を占めている。そのため、生活に直結している年金サービスのニーズは高い。
)




 (
対年金受給口座指定顧客向け優遇
（出所：農林中金総合研究所）
)[image: ]





 (
金融機関は年金サービスのニーズに対応し、銀行の９割以上が年金口座への優遇措置を取っている。
)



 (
年金サービス以外にも、高齢者向けの資産運用・遺言信託・リバースモーゲージなどもある。
更に、個人だけではなく、高齢地域の企業向け
ビジネス（サービス）も見ていきます！
)












 (
高齢化が地域金融機関に与えること・与えていること
)

 (
高齢地域での厳しい経営
)

 (
地銀の高齢率と不良債権比率
（出所：
堀江康熙
『
高齢化と地域金融機関の経営
』）
)[image: ] (
前回紹介した、きらやか
銀行と仙台銀行のように、営業地域の高齢化によって、合併が余儀なくされる地域金融機関も多い。
)



 (
（右図から）地域の高齢率が進んでいる地銀ほど、不良債権の比率が高くなる傾向がわかる。
（信金も同様な結果が出ている）
)




 (
地域金融機関にとって、営業地域の高齢化は経営そのものに大きく影響を与える。高齢地域に向き合った経営の仕方を模索する必要がありそう。
)


 (
地域金融機関と地域との関わり方
―モデルの提案―
)



 (
商工会議所
役所
) (
企業
)
 (
企業
)


 (
銀行
)－
 (
銀行
)

 (
個人
)
 (
地域一体となって高齢社会に対応するために、ここを何とかしたい。
) (
個人
)





 (
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・内閣府『高齢社会白書（平成２３年版）』
・翁邦雄・北村行伸『金融業と人口オーナス経済』
・藻谷浩介『デフレの正体』
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中金総合研究所
『
高齢化の進行と金融機関
』
・
東レ経営研究所
・
堀江康熙
『
高齢化と地域金融機関の経営
』
)
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